
●特喋　自然災害と情報収集システム

東京都災害情報システム

システムの導入にあたって

昭和56年，57年と台風や集中豪雨笠に

よって祁内中小河川の氾濫があいっぎ，

都内扣りiで人きな泌水被占が発生した。

いわゆる都市型水害の頻発である。この

ような状況にあって，都は河川改修や下

水逆の整備，雨水の浸透，貯留施設の整　　；

術など総合的な治水対策の推進に令力を

挙げているところである。

これらのハード面に併せて，度重なる

泌水被害を少しでも軽減するために，都

内の降雨情報を的俑に把捉し，卜く市町村

等の防災圖Ⅲこ対して，情=悵提供するこ

とも極めて 亟要な

ことである｡

そ こで， 淞京 都

では， 昭和58 年 度

から建設省のレー

ダー雨量懾 服と東

京祁建設川 がテレ

メー タ化 している

地上雨量・水位楠

縦を東京祁総 務局

に　一元化 し， 地域

ご とのきめ細 かい

降 爾状況 や中小 河

川 の水位状況 を1ぺ

市町 村等の防 災機

-

東京都総務局災害対策部

胼I一 川　　 システム槻略図

卵卜･ ２）　システム俳成図
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関へ迅速に恠報提 供できる システ ムを原人す

ることとし/二

また， このシ ステムの導人に併せ，|ぺ市|||』

付 の陂害状況，応急措 置状 況等の災割 Ⅲ 怛Ilj

報 を既座 に処理 する ための陂害情 縦シ ステム

について も開 発する こととした。

これら の情 報の送受 信は，既,没の防災 行政

無線 フ フ クシ ミリ を迦じ て 行うこ ととした

巾卜 一川 ， 巾レ・2 ），

2　 システム匐機 能

本システ ムは， 水害1貽 卜｡及び陂害楠報の迅

速な把捉 を目的 とし， 次の ３シ ステ ムから構

成されている。

巾　 レー ダ賍:I ;: 計 シ ステ ム

建設省関束地方建設川託 赤城ll凵 靜馬り,い

と三 ツSlip (III梨県 ）に設置したレーダー一川量

計から， 賍:I :: デ ー タを５分ご とに受 にし，･11111

1fll表 示 する システ ムである。この画 而表ポに

より， 部内及びそのj,’J辺 地域の 雨域の広がり

や移動等の状況が一 川で把握するこ とができ

ステムである，

このシステムのi:

な匳能は次のとおり

である。

ア　データ受に

建,Ｊ.い 本庁凵j ，

各建設事務所を迦じ

て肺Iし 水位デー タ

を受信し，総務局へ

送信している

イ　演算及び咯

納

２分ご`とに送儒さ

れる巾量・水付:デー

タを２分ごと，10 分

15 一一一

るc

1111j面 表 示 に は ，「 定 性 表 示 川 面 」 と 「定:i;:

表 示 肉 而 」 と が あ る ．

定 性 衣 示 画･川 は ， 赤 城 山 及 び 三 ッ 峠 の レ ー

ダ ー か ら 半 径20  0km の 広 範 洲 の 曲.:I ;: 強 度 を 定

性 的 に と ら え ．| 段 階 で 夫 示 す る こ と が で き

る ．

定II:俵 示 画 而 は ， 赤 城 山 及 び 三 ッ 峠 の レ ー

ダ ー か ら 半 径 】20km の 範 囲 の 雨 量 強 度 を:l::的

に と ら え ， ７ 段 階 で 表 小 す る こ と が で き る

ま た ， こ れ ら の 画 面 は ， 】5分 ご と に ６ 口 分

咯 納 し て お り ，| 」||し と 時 問 間 隔　 冂5 分 紅.30

分 毎I，1 時 間 紅 ） を 指 定 す る こ と に よ; 〕。 ｊ

縁 再 唯 す る こ と が で き る　 儺| －3 L

12J　 雨 量 ・ 水 位 悁 很 シ ス テ ム

東 京 都 建 設j,J が ， 部 内5km メ･ ，シ ュ ご と に

1U･.I:し た 地 上 ぽ;I ;: 計（69 か 所 ）か ら の|=1=j :J：テ ー

タ と ご 部 内 の 中 小 河 川 の 約5km ご と に,没i;゙ iし

た 水 位 計 （92 か 所 ） か ら の 水 位 デ ー タ を ２ 分

ご と に 受 信 レC 11111面 表 小 し ．　･ 括 監 脱 す る シ



(【図－３】 雨量レーダの再生表示機能

-

ごと，１時闘ごとに日集計の演算を行い，６

日分を格納して再生表示することが可能であ

る。

ウ　警報出力

一定以上｡の降雨量及び水位の上昇があった

場合には，驚報装置が作動し，入出力タイプ

ライターに記録される。

エ　累計雨量りセット

建設J.aは，ひと雨（連続降雨）が降り止む

ごとに，操作ボタン押下により，累計雨量を

ゼロクリアしている。

オ　鉤i而表示機能

画面表示機能には，降雨分布状況図，雨量

現況図，水位状況図，水位グラフなどがある。

降雨分布状況凶（図一 ４）は，「2羽劼l」前

から１時間ごと」及び「180 分前から10分ごと」

の降雨分布状況が表示できる。

雨量現況図（図一 ５）は，各観測地点の10

分間雨量，１時川爾量，累計雨虻を表示でき

る。また，日時を指定することにより，６口

以内の雨量状況の表示が可能である。

水位状況図（図一６）は，都内の中小河川

の水位が上昇中であるか下降中であるかを表

示する。また，指定水位，警戒水位，天端水

位を越えた場合，それぞれを色別（緑，黄，

赤）して表示する。

水位グラフ（図一７）は，各観測地点の現

在水位が護岸の天端から何ｃｍのところにある

かを過去３時間の変化をグラフ衣示する。ま

た，［］時を指定することにより。６日以内の

水位グラフ表示が可能である。

この他に，各観測地点の爾量・水位を１時

間ごとに集計記録して両面表示することがで

きる。

上記1 ），（23のシステムは，降則状況及び水
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（図一４） 降雨分布状況図

（図一５） 雨量現況図

位状況を総務局で一元化し，都内の区市町村

等の防災機関に対し情報提供を行い，各機関

の事前の水防活動に資するものである。

（3） 被害楠報等処理システム

本システムは，区市町村，都各局，驚視庁，

東京消防庁及び関係防災機関から報告又は通

報される被害状況及び応急措置状況等の災害

関連情報を分類，集計，表示，記録を行うも

のである。

区市町村等の防災機関から災害関連情報を

統合し，被害の全容を的確に杷握することに

より，応急対策等の意思決定に資するもので

ある。

なお,これらの㈲而表示機能は，

東京都の災害対策本部会議の場で

ある庁議室にオンライン化してあ

り，ビデオプロジェクタ表示斐置

（70 インチ）に表示することがで

きる。

３　システム利用の現状と効果

（1） レーダー雨量計システム

ア　利用の現状

大雨洪水注意報や警報が発令さ

れた場合。どこに「爾域」が存在

しているかを「定性表示」画面で把握する。

その雨域の雨量強度はどの程度であるかを

「定量表示」画面で把捉する。 また，爾域が

どの程度の時問間陥で，どの方向に移動して

いるかを「記録再生機能」を利川して把捉す

る。

束京都では，大爾注意報や警報が発令され

た場合，常時このレーダー雨量を利用して，

必要な画像をおおむね１時間ごとに区市町村

等に対し，無線ファクシミリを通じて情報提

供する態勢をとっている。

イ　システム導入の効米
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削卜 ６） 水位状況図

（lil一 刀　 水位グラフ

システ ム導 人前 は。気 象庁が 発表 する注意

報や警報 に基づ き。水防関係機関 は川一的に

待機 鉾戒態勢 をとってい た。

し かし， システ ム導 人後は， 気象庁の注意

報や 警報 に力11え ，レ ーダーi祚:I脯‘ による「雨

域の 広が り」，「移動方向」，「雨量 強度」等が

実況 監視で きる ため， 効果的 な待機 警戒態勢

等が とれるよ うになっ た。

闥　 爾l;I;ン 水位情報 シ ステム

ア　 利JIIの現 状

－

大雨洪水注意報や警報が発令さ

れた場合， まず，レーダbl仙;:計シ

ステムを利用し，東京都の区域及

びその周辺の降雨分布状況の概略

を把撮する。その後，雨量・水位

情報システムにより，都内各地域

に設置した」也上雨量計（爾量現況

図等）から各地域の実雨量状況並

びに，中小河川に設置した水位計

（水位状況図等）から各河川の水

位状況を把捉する。　また，警戒水

位を越えた観測地点の水位は，水

位グラフにより，その状況変化を

把握している。

都内の中小河川は，短時間（10

分～30分）の集中豪雨によって浸

水被害が発生する場合が多い。こ

のことから，この雨JIい 水位情報

システムにより，都内各地のきめ

細かい降爾状況，水位状況を常時

I政視し，浸水被害発生の判断デー

タとして活川している。　また，区

市町村等の防災機関に対しても，

適11氣　必要に応じて情報提供して

いる。

イ　システム導入の効果

システム４ 人前は，総務1,4災害対策部では

祁内全体の降雨状況や水匳状況は全く分らな

かった。このため，降雨状況等は水防本部（世

設局）や区市町村に砲話照会しており，その

情報収集には多くの時問と人手を要した。ま

してや。 水位が天端まで何ｃｍという共体的で

リアルタイムの惰 眠は知る余地もなかった。

しかし，当 システム導人餃は，祁内の降雨

状況や水位状況が総務局災害対策部にいなが

18 －
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らにして実況監視でき，必要に応じて即曜に

区市町村等の防災機関に具体的な情報の提供

が可能となり，水位活動上からもシステム導

人の効果は。非常に大きいものがある。

闥　 被;|r情Ⅲ等処理システム

ア　利用の現状

当システムは. Iflfll58年9 JI に完成した。

その後，大きな浸水被害等がなかったことか

ら，本年６月３０日の台風６号，7 J J14「lの

集中豪雨が,本システムの本稼動となったが，

スムーズに運川することができた。

警察，消防，区市町村から報告される被害

状況等を３台のパソコンにより。陂害項目，

数量等を入力処理し，必要な時にプリンタ出

力を行い速報版を作成し，被害状況等のプレ

ス発表資料などに利用している。

また，各区市町村別に被書場所をタブレッ

トにより地図人力し，被害状況が地図衣示で

見られるような画像処夕!11をしている。

なお，応急対策本部会議（本部長：知事）

川催の際には，人型スクリーン（70インチ）

に被害状況等を画面に表示し，応急対策の判

断資料として活用している。

イ　システム導人の効米

システム導入前は，区市町村等の防災戳関

昭和56乍７川22日

集中豪雨による神川川の水害

-

からの報杵様式 が規格化 されてい ない ことも

あって， 被宍の全容を把握する ために多くの

時間と人手を要していた。

システーム導入後は，災杵関連恠 Ⅲを迅速 に

集計し， 被害状況等の企容 を的俑 に把捉 する

ことがI･r能 と なった。 また，区市町村 等との

報告様式 を規格化したこ とによ り。報占 洩れ

なども防止することがで きた。　さら に， 被害

状況 等の地図映 像を大型 スクリーンなどによ

り表示 できるため， 一一「|で 被害の 全容 を把握

で きるようになった。

４　 今後の課題

レー ダー雨;lal･シ ステ ムやi=|=L:,:ツ 水 位情･很

システ ムにより， 降り始 めから現在 まで の降

爾状 況 を正確 に把 握 する こ とが11f能 と なっ

た。

現 在，こ れらのシ ステ ムの活用 を前提 にし

て，台 風や集中豪 雨時 における短時間降i=|=jF

測 を 行い， 都内 の中小河川流域等 に発生 する

浸水防害を ］り川する「被害予測 システム」 の

洲発に取 り糾 んでいる。 この被害予測 シ ステ

ムが開発されれば， これ まで以上 に迅速，的

俑な水防 活動 が行えるこ ととなり，そ の成米

が期待 される。
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